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地
域
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
評
価

田
代
自
治
会
に

農
林
水
産
祭「
天
皇
杯
」

む
ら
づ
く
り
の
最
高
賞

「
天
皇
杯
」
を
受
賞

　

田
代
自
治
会
が
、「
平
成
25
年
度
第
52
回

農
林
水
産
祭
」
の
む
ら
づ
く
り
部
門
で
最
高

賞
の
天
皇
杯
を
受
賞
し
ま
し
た
。住
民
総
出

で
の
水
路
の
保
全
活
動
の
取
り
組
み
や
伝
統

文
化
の
継
承
、
祭
り
な
ど
を
通
じ
た
世
代
間

交
流
な
ど
集
落
の
一
体
感
と
世
代
間
の
結
び

つ
き
な
ど
が
、
全
国
の
む
ら
づ
く
り
活
動
の

モ
デ
ル
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

宮
崎
県
内
の
む
ら
づ
く
り
部
門
で
の
受
賞

は
、
昭
和
63
年
の
諸
塚
村
に
次
い
で
25
年
ぶ

り
、
2
回
目
の
受
賞
で
す
。

　

農
林
水
産
祭
む
ら
づ
く
り
部
門
は
、
む
ら

づ
く
り
の
全
国
的
な
展
開
を
助
長
し
、
地
域

ぐ
る
み
の
連
帯
感
の
醸
成
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

機
能
の
強
化
を
図
り
、
農
林
漁
業
と
農
山

漁
村
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。本
年
度
は
、

4
9
2
点
か
ら
部
門
ご
と
に
天
皇
杯
や
大
臣

賞
な
ど
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
各
賞
は
、
農
産

部
門
、
園
芸
部
門
、
畜
産
部
門
、
蚕
糸
・
地
域

特
産
部
門
、
林
産
部
門
、
水
産
部
門
、
む
ら

づ
く
り
部
門
の
7
部
門
に
授
賞
さ
れ
ま
す
。

　

表
彰
は
、
11
月
23
日
の
勤
労
感
謝
の
日
に

明
治
神
宮
会
館
で
開
催
さ
れ
る
農
林
水
産
祭

式
典
で
行
わ
れ
ま
す
。

稲
作
と
畜
産
の
盛
ん
な
田
代
地
区

　

田
代
地
区
は
、
え
び
の
市
の
南
西
辺
縁
部

に
位
置
し
、
地
区
内
で
管
理
す
る
湧
水
を
利

用
し
た
水
稲
栽
培
や
天
宮
台
地
上
部
で
の

野
菜
栽
培
、
畜
産
業
等
が
盛
ん
な
地
区
で
す
。

総
世
帯
数
は
、
1
2
4
世
帯
、
う
ち
、
44
％

の
54
戸
が
農
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

田
代
地
区
は
、
豊
富
な
湧
水
を
成
り
立
ち

の
起
源
と
す
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
、
住

民
の
共
通
認
識
と
し
て
、「
水
」
に
対
す
る
感

謝
の
念
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

「
陣
の
池
」
な
ど
の
保
全
、
水
車
の
建
設
な
ど

を
行
い
、
地
域
資
源
を
守
り
続
け
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

伝
統
芸
能
で
は
、「
天
宮
神
社
」
に
伝
わ
る

「
打
植
祭
」
の
若
者
へ
の
伝
承
な
ど
、
郷
土
の

伝
統
を
守
ろ
う
と
い
う
世
代
を
超
え
た
共
通

の
価
値
観
に
基
づ
く
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

若
者
を
中
心
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
活
動

　

田
代
地
区
で
は
、
地
域
の
若
者
が
団
結
し
、

結
成
し
た
「
田
代
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
が
、
農
業
生
産
面
・
生
活

環
境
面
の
双
方
で
、
地
区
の
活
性
化
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
は
、「
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
ま
つ
り
」
の

開
催
等
に
よ
る
他
地
域
と
の
交
流
、「
公
民

館
だ
よ
り
」
の
発
行
に
よ
る
地
区
内
へ
の
情

報
発
信
、
合
意
形
成
へ
の
寄
与
、
ソ
バ
打
ち

大
会
の
開
催
に
よ
る
地
区
内
の
連
携
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
各

世
代
間
、
各
組
織
間
の
潤
滑
油
と
な
り
、
地

区
の
一
体
感
の
醸
成
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

ま
す
。
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主な取り組み

地
域
が
一
つ
と
な
る

取
り
組
み
の
軌
跡

　

田
代
地
区
は
古
く
か
ら
、
豊
か
な
湧
水
を

利
用
し
た
水
稲
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、ほ
場
は
区
画
も
狭
小
で
散
在
し
、

生
産
効
率
が
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
４
年
度
か
ら
市
内

の
他
地
域
に
先
駆
け
「
中
山
間
地
域
農
村
活

性
化
総
合
整
備
事
業
」
を
取
り
入
れ
、
農
業

生
産
基
盤
と
生
活
環
境
基
盤
の
整
備
を
一
体

的
に
行
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
よ
り
農
業

者
間
の
結
束
は
強
ま
り
ま
し
た
が
、
保
全
管

理
活
動
な
ど
は
農
業
者
が
行
う
べ
き
も
の
と

い
う
考
え
が
根
深
く
残
り
、
非
農
家
と
の
交

流
は
、ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
い
状
況
で
し
た
。

　

し
か
し
、
地
区
住
民
の
心
の
中
に
は
、「
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
の
中
、保
全
活
動
に
は
、

限
界
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
」

と
の
思
い
が
募
っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
区
民
同
士
が
心
の
中
で
葛
藤
を
続
け
る

中
、
地
区
で
は
、
平
成
12
年
度
、「
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
」、平
成
19
年
度
、「
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
へ
の
取
り

組
み
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
時
は
、
非
農
家
の

参
加
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
は
難
し
い
状
態
で

し
た
。
し
か
し
、
農
業
従
事
者
が
中
心
と
な

り
、
地
区
内
で
の
施
設
管
理
の
重
要
性
等
を

田代ひまわりロードプロジェクト
地域活性化の起爆剤

 田代ひまわりロードプロジェクトでは、地区内の農道
や農業用施設へのひまわりの植栽を平成21年に行いまし
た。平成22年からは、「ひまわりロードまつり」を開催し、
30年ほど前に途絶えていた地区の夏祭りを復活させまし
た。祭は、地区内はもちろん、地区外からも多くの来場者
が訪れ、他地域との交流の大きなきっかけとなっています。
また、同プロジェクトメンバーの結婚式をひまわり畑で行
うなど新たな取り組みを行っています。

 その他にも、公民館だよりの発行、ソバ打ち大会などを
行い、地区内の連携、世代間の交流を図っています。
　平成22年からは、ひまわりの種から食用油を搾油する
など地域資源の開発を行っています。

受け継がれる打植祭
郷土芸能の保存

地区のシンボル「手づくり水車」
水の恵みに感謝

　田代地区では、旧薩摩藩で見られた行事が現在でも数多
く受け継がれています。中でも、五穀豊穣を祈願する祭り
として、田代地区の「天宮神社」と隣接する今西地区の「香
取神社」と合同で行われる「打植祭」は、平成13年に宮崎
県無形民俗文化財に指定されたました。
　少子高齢化により、伝統の継承が危惧されていましたが、

「田代ひまわりロードプロジェクト」を仲介役として、高
齢者クラブや子ども育成会など、関係団体が密接に協力関
係を築き、甘酒、しめ縄づくり等の技能継承など、地域全
体で、この祭りの伝承活動に取り組んでいます。

 田代地区では、古くから「水」に対する感謝の念は強く、
「水を保全する意識」は、職業を問わず、地域に根付いてい

ました。この「水」の恵みに感謝し、地域資源を住民全員の
財産として目に見える形で表すため、地区のシンボルとし
て、平成24年に、地区内の水路沿いに水車の建設を行いま
した。
　建設にあたっては、地区内の技術者からの指導を仰ぎな
がら、住民の手作りで完成させました。平成25年にはこの
水力を利用した小水力発電による防犯灯の設置も計画し
ています。

主な取り組み

自
治
会
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
地
道
に
説
明

を
し
た
結
果
、「
地
区
内
の
資
源
は
す
べ
て

地
区
住
民
の
宝
で
あ
る
」
と
の
共
通
の
認
識

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
で
は
、

農
道
や
水
路
の
整
備
、周
辺
隣
地
の
草
刈
等
、

一
人
で
は
困
難
な
保
全
管
理
活
動
を
地
区
民

総
出
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
契
機
に
、
農
作
業

受
委
託
組
織
と
し
て
「
田
代
農
用
地
利
用
組

合
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
組
合
は
、

田
代
地
区
の
農
業
の
担
い
手
と
し
て
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

田
代
地
区
で
は
、種
々
の
努
力
に
よ
っ
て
、

将
来
に
わ
た
り
農
業
生
産
活
動
を
維
持
す
る

た
め
の
体
制
整
備
が
整
い
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
こ
れ
ら
の
体
制
を
基
礎
と
し
な

が
ら
、
若
手
農
業
者
を
中
心
と
し
た
「
田
代

ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
組
織
に
は
、
地

区
へ
の
Ｕ
・
Ｊ
タ
ー
ン
者
や
新
規
就
農
者
を

含
む
23
人
（
年
齢
構
成
21
～
44
才
・
う
ち
女

性
６
人
）
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
、
こ
の
組
織
の
活
動
が
、
農
業
生

産
面
・
生
活
環
境
面
の
双
方
で
、
地
域
の
活

性
化
に
大
き
く
影
響
し
、
田
代
地
区
を
引
っ

張
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

marumarumarumaru
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私
た
ち
は
地
区
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
だ
け
で
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。
天
皇
杯
の
受
賞
を
聞
い
た
時

は
、
冗
談
だ
と
思
い
ま
し
た
。
受
賞
で
き
た

こ
と
は
と
て
も
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

田
代
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
は
、自
治
会
長
の「
若

い
も
ん
た
ち
で
何
か
や
っ
て
み
ら
ん
か
」
と

い
う
一
言
で
始
ま
っ
た
飲
み
会
で
し
た
。
私

た
ち
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、
運
動
会
や
祭
り

な
ど
を
一
生
懸
命
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
親

の
背
中
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な

活
動
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
そ
れ
ぞ
れ

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
踏
み
切
れ
な
い
で
い

ま
し
た
。
自
治
会
長
の
一
言
が
私
た
ち
を
動

か
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
に
『「
楽
し
い
」
と
思
っ
た
こ

と
は
、「
す
ぐ
に
」、「
で
き
る
こ
と
か
ら
」、「
ま

ず
は
」
や
っ
て
み
る
、
で
も
、「
背
伸
び
は

し
な
い
」』
を
モ
ッ
ト
ー
に
「
田
代
ひ
ま
わ

り
ロ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
活
動
と
し
て
は
、
農
道
や
農
業
用
施

設
へ
の
ひ
ま
わ
り
の
植
栽
、
30
年
ほ
ど
前
に

途
絶
え
て
い
た
夏
祭
り
の
復
活
な
ど
で
す
。

祭
で
は
、
地
区
の
み
ん
な
に
楽
し
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
、毎
月
１
回
の「
公

民
館
だ
よ
り
」
の
発
行
、
地
区
で
生
産
さ
れ

た
そ
ば
粉
や
野
菜
を
利
用
し
た
ソ
バ
打
ち
大

会
な
ど
も
行
い
、
地
区
内
の
交
流
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
天
皇
杯
と
い
う
賞
の
名
に

恥
じ
な
い
よ
う
、
背
伸
び
は
せ
ず
、
自
分
た

ち
で
で
き
る
こ
と
を
自
分
た
ち
の
形
で
行
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
田
代
地
区
か
ら
え
び
の

を
発
信
し
、
え
び
の
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
で
す
。

田代自治会 前原良一 会長 

田代ひまわりロードプロジェクト 池田憲行 代表 

住んで良かった、住みたい
と思えるまちづくり

田代からえびのを発信
えびのを盛り上げたい

受
賞
の
話
を
聞
い
た
時
、
と
て
も
信
じ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
は
、
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
「
田
代
の
人
や
ろ
、
お

め
で
と
う
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
え
ま
す
。

　

先
輩
た
ち
が
築
き
守
っ
て
き
た
「
水
」
に

対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
受
け
継
ぎ
、
天
宮

神
社
や
陣
の
池
、
用
水
路
な
ど
を
地
域
住
民

が
一
丸
と
な
っ
て
守
っ
て
き
た
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
賞
は
、
地
区
住
民
み
ん
な
で
取
っ

た
賞
で
す
。
こ
の
受
賞
に
よ
り
、
今
ま
で
以

上
に
地
区
民
の
結
束
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

農
家
・
非
農
家
に
関
わ
ら
ず
住
民
の
人
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
に
協
力
を
も
ら

い
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
地
区
の
若
者
に
は
、
30
年
ほ
ど
前

に
途
絶
え
て
い
た
田
代
地
区
内
の
祭
の
復
活

や
ひ
ま
わ
り
の
植
栽
、
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
、

公
民
館
だ
よ
り
の
発
行
、
ソ
バ
打
ち
大
会
、

打
植
祭
で
の
し
め
縄
づ
く
り
や
甘
酒
づ
く
り

な
ど
積
極
的
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
地
区
内
の
連
携
、
世
代
間
の
交
流
な
ど

に
一
役
か
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。

　

今
後
は
、
今
の
子
ど
も
や
そ
の
子
ど
も
か

ら
生
ま
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
子
ど
も
た
ち

が
、
田
代
に
住
み
た
い
、
田
代
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
と
、

他
の
地
区
か
ら
も
田
代
地
区
は
、
す
ご
く
魅

力
的
な
地
区
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
地
区
を
越

え
た
交
流
な
ど
を
行
い
な
が
ら
田
代
地
区
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

え
び
の
で
一
番
の
地
区
と
言
わ
れ
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
、
地
区
民
一
丸
と
な
っ
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　

田
代
地
区
で
は
、
夏
の
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド

や
打
植
祭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

interview



世代間の交流の広がりが地区内の
活動を活発化する原動力

　

全
国
の
多
く
の
地
域
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
法
に
よ
る
む
ら
づ
く
り
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
単

一
世
代
や
、
あ
る
一
定
の
参
加
者
が
そ

の
信
念
に
基
づ
き
牽
引
し
て
い
く
取

り
組
み
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
、
田
代
地
区
の
む
ら
づ

く
り
は
、
地
区
の
若
者
が
活
動
の
中
心

に
な
り
な
が
ら
も
、
世
代
間
、
組
織
間

の
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
継
続

さ
れ
て
い
る
活
動
と
新
た
な
活
動
を

融
合
し
た
、
い
わ
ば
、
む
ら
づ
く
り
に

新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
取
り
組
み

で
す
。
今
や
田
代
地
区
民
の
連
携
、
世

代
間
の
交
流
の
広
が
り
な
ど
は
、
地
区

内
の
諸
活
動
が
活
発
化
す
る
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
急
激
な
人
口

減
少
、
農
業
後
継
者
の
確
保
な
ど
、
え

び
の
市
は
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
守
る
べ
き
価

値
観
を
共
有
し
な
が
ら
、
新
た
な
発
想

を
大
切
に
し
、
地
区
を
構
成
す
る
年
配

者
と
若
者
、
女
性
が
、
同
じ
距
離
感
で

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
田
代
地
区

の
む
ら
づ
く
り
は
、 

え
び
の
市
の
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル
と
な
る
取

り
組
み
で
す
。田
代
自
治
会
の
受
賞
を

機
に
、
市
内
の
自
治
会
活
動
が
活
性
化

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平成 25 年度敬老会での集合写真

8広報9  Ebino City Public Relations, 2013.11
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　不法投棄を防ぐために最も効果的なのは「市民の皆さん

の不法投棄をさせない監視の

目」です。各自治会でも、環

境美化推進員を配置し、不法

投棄の監視等を行っています。

　自分たちの住むまちを自分

たちの手で守るために、監視・

通報活動への市民の皆さんの

協力をお願いします。

　不法投棄ごみは、ほとんどが、日常生活を営む上で発生

した、空き缶・弁当がら・生ごみ・衣類・布団などが多く、

中には、テレビ・冷蔵庫・洗濯機といった、家電リサイク

ル法でリサイクルが義務付けられているものも捨てられて

います。

　不法投棄ごみが発見される場所の多くは、人けや人目の

ない山間部や河川敷、空き地です。

　また、道路沿いに飲み物容器やたばこの吸い殻などをポ

イ捨てするなど、実は私たちの身近で不法投棄は行われて

います。草刈によって発生した刈り草をみだりに水路に流

す行為も不法投棄です。

「きちんと捨てるのはめんどうだ」
「自分一人ぐらいならいいだろう」
「誰にも見つからなければ大丈夫」

などと軽い気持ちで捨て

られたごみで、多くの人

が迷惑し、環境汚染を引

き起こします。

　不法投棄をさせないためには、土地の所有者自らが、不

法投棄をさせないための対策をとることも、不法投棄防止

の有効な手段の一つです。

　管理の行き届いていない土地などは、不法投棄のされや

すい現場となる傾向があります。

　自分の土地を不法投棄から守るためには、「こまめな草刈

り」、「柵や看板の設置」、「土地をきれいな状態に保つ」な

どの適切な管理が有効です。不法投棄がされにくい環境の

整備をお願いします。

　不法投棄をしている者を発見した場合や不法投棄をした

者が特定できそうな証拠を見つけた場合は、「日時」、「場所」、

「投棄物の種類」、「投棄者の特徴」、「車両ナンバー」などわ

かる範囲で記録し、市美化センター（☎ 33-5782）または、

えびの警察署（☎ 33-0110）へ通報してください。

不法投棄されたごみは現状

のままにしていてください。

投棄者に接触することは危

険ですので絶対に避けてく

ださい。

不法投棄をなくすには！
「しない」「させない」「許さない」の「3ない」

させないしない

許さない

みんなの監視体制意外と身近な不法投棄

不法投棄を見つけたら

自己防衛はしっかりと

地域で不法投棄の撲滅活動を
　真幸地区運営協議会地域づくり部会は、ごみ処理問題を自治活
動の中心課題に位置づけています。
　部会では、「不法投棄監視中」のステッカーを作り、文書配布
の日や地域一斉清掃の日など、そのステッカーを車にはり、不法
投棄の監視活動を行っています。それでもなかなか不法投棄はな
くなりません。
　地域から不法投棄をなくし、私たちの住んでいる地域を今以上
にきれいなまちにしようと今後、不法投棄撲滅に向けた啓発を積
極的に行い、市や学校と連携を取りながらさまざまな取り組みを
行っていきます。

若松秀一さん

真幸地区運営協議会
地域づくり部会会長

あ
と
を
絶
た
な
い
不
法
投
棄

　

私
た
ち
の
え
び
の
市
は
、
山
や
川
に
囲
ま

れ
、
田
畑
が
広
が
る
、
自
然
色
豊
か
な
景
観

を
た
た
え
る
ま
ち
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
豊

か
な
自
然
を
逆
手
に
と
っ
た
悪
質
な
不
法
投

棄
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
山
間
部
な
ど
に

は
、
心
無
い
人
に
よ
っ
て
大
量
の
生
活
ご
み

や
大
型
家
電
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
、
え
び
の
市
内
で
は
２
１
６

件
の
不
法
投
棄
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
に
も
不
法
投
棄
ご
み
は
、
市
内
に
は
数

多
く
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、犯
罪
で
す

　

不
法
投
棄
は
、
犯
罪
行
為
で
す
。
不
法
投

棄
を
し
た
場
合
は
、
法
律
に
よ
り
５
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
（
法
人
は
3
億
円
以
下
）
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
罰
則
が
科

せ
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
依
然
と
し
て
市

内
で
は
、
不
法
投
棄
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

不
法
投
棄
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
場
合
、
土
地
の
所
有
者

な
ど
は
、
自
ら
の
責
任
で
不
法
投
棄
ご
み
を

適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不

法
投
棄
ご
み
を
適
正
に
処
理
す
る
に
は
、
膨

大
な
労
力
と
時
間
を
要
し
ま
す
。

　

市
美
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
不
法
投
棄
防
止

対
策
と
し
て
、
毎
日
、
不
法
投
棄
監
視
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投

棄
が
多
発
す
る
場
所
に
は
、
不
法
投
棄
防
止

啓
発
の
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
い
ま

す
。

　

不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
行
政
と
地

域
が
協
力
し
た
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。

看
板
の
設
置
や
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
な

ど
し
て
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
み
ん
な
の
目

で
監
視
し
、
お
互
い
に
地
域
を
守
る
取
り
組

み
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
問
市
民
環
境
課
（
市
美
化
セ
ン
タ
ー
）

☎
33
‐
５
７
８
２

守
ろ
う
美
し
い
自
然
環
境

ス
ト
ッ
プ
不
法
投
棄

10広報
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◎水道業務量
（平成 25 年４月１日～平成 25 年９月 30 日）
給水戸数・・・・・・・・・・・　8,636 戸
給水人口・・・・・・・・・・・18,910 人
上半期給水量・・・・・・・・　987,184 ｍ3

１日平均給水量・・・・・・・・　5,394 ｍ3

１人１日平均給水量・・・・・・　285.2㍑
普及率・・・・・・・・・・・・・　94.6％

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業収益 320,302,000 158,658,568 158,658,568 49.5

営業収益 318,194,000 158,300,027 158,300,027 49.7

営業外収益 2,105,000 328,486 328,486 15.6

特別利益 3,000 30,055 30,055 1001.8
収入の営業収益は水道料金、手数料、水道加入金など。営業外収益は、預金利息、雑収益など

※収入済額を上回る支出部分は、一時運用金（会計間のやりくり）で対応しています。

【事業収入に関する事項】 ［単位：円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業費用 315,392,000 134,912,559 134,912,559 42.8

営業費用 291,494,000 123,796,457 123,796,457 42.5

営業外費用 23,396,000 10,905,623 10,905,623 46.6

特別損失 2,000 210,479 210,479 10524.0

予備費 500,000 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：円］

支出の営業費用は、浄水費、配水費、減価償却費など。営業外費用は、企業債の償還利息など

◎借入金残高　10 億 925 万円

■お問い合わせ先：えびの市水道課経営管理係
☎ 35 ‐ 1111（内線 291）

■お問い合わせ先：えびの市立病院
☎ 33 ‐ 1023

◎病院業務量
（平成 25 年４月１日～平成 25 年９月 30 日）
病床数・・・・・・・・・・・・・　50 床
入院患者数・・・・・・・・　延べ 6,202 人
外来患者数・・・・・・・　延べ 17,775 人
入院１日平均・・・・・・・・・・　33.9 人
外来１日平均・・・・・・・・・　142.2 人

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業収益 916,398,000 433,160,021 433,160,021 47.3

医業収益 828,208,000 368,384,737 368,384,737 44.5

医業外収益 88,189,000 64,775,284 64,775,284 73.5

特別利益 1,000 0 0 0.0
収入の医業収益は、入院収益・外来収益など。医業外収益は、一般会計補助金など。

【事業収入に関する事項】 ［単位：円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業費用 980,448,000 417,651,066 417,651,066 42.6

医業費用 978,620,000 417,078,045 417,078,045 42.6

医業外費用 1,627,000 573,021 573,021 35.2

特別損失 1,000 0 0 0.0

予備費 200,000 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：円］

支出の医業費用は、給与費、材料代経費等。医業外経費は、企業債の償還利息など。

◎借入金残高　3,115 万円

水 道 事 業 病

一

院

般

事

会

業

計
　

平
成
25
年
度
の
え
び
の
市
の
一
般
会
計
予
算
額
（
平
成
25
年
９
月
30
日
現
在
）
は
、
歳
入
・
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
０
２
億
９
８
６
１
万
８
千
円
で
、
こ
の
ほ
か
に
平
成
24
年
度
か
ら
の
予
算
の
繰
越
が
、

1
億
２
３
９
１
万
８
千
円
あ
り
、
合
計
で
１
０
４
億
２
２
５
３
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
に
対
し
て
、平
成
25
年
９
月
30
日
現
在
の
収
入
済
額
は
、52
億
６
３
０
０
万
2
千
円
で
、

収
入
済
率
50
・
５
％
、
支
出
済
額
は
37
億
９
４
３
９
万
円
で
支
出
済
率
36
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会　　　計
歳　　入 歳　　出

予　算　額 収　入　済　額 予　算　額 支　出　済　額
国民健康保険特別会計 3,624,692 1,546,819 3,624,692 1,499,469
観光特別会計 30,479 15,245 30,479 16,560

介護保険
特別会計

保険事業勘定 2,779,936 1,393,612 2,779,936 1,188,852
介護サービス事業勘定 22,616 10,132 22,616 9,664

後期高齢者医療特別会計 622,223 67,195 622,223 211,510
合　　　計 7,079,946 3,033,003 7,079,946 2,926,055

区　　分 借入金残高 前年同期残高

一般会計 7,019,734 6,975,851

【特別会計の予算執行状況】 ［単位：千円］

【市債の状況】 ［単位：千円］

歳出

1,535,044
576,014（37.5％）

3,777,193
1,307,241（34.6％）

1,017,500

656,458
292,886（44.6％）

649,947
166,762（25.7％）

５億 10 億 15 億

予算現額（千円）
支出済額（千円）

民生費

総務費

公債費

教育費

農林水
産業費

その他

衛生費

土木費

20 億

870,175
291,571（33.5％）

338,423（33.3％）

825,134
365,855（44.3％）

～

予
算
の
執
行
状
況
を

公
表
し
ま
す

■一般会計
福祉や教育、公園や道路建設など
の市の基本的な事業を行う会計で
す。市税や地方交付税などを主な
財源としています。
■特別会計
特定の収入を特定の支出に充てて
事業を行う会計です。市では、国
民健康保険、観光などがこれに該
当します。

■地方交付税
地方公共団体が等しくその行うべ
き事務を遂行できるよう、一定の
基準により国から交付されるお金
です。
■国庫支出金
国から地方自治体に交付される補
助金や委託金などのことです。
■市債
市がさまざまな事業を行うとき、
長期にわたって借りるお金のこと
です。
■公債費
市債を償還するための経費のこと
です。
■お問い合わせ先
市財政課財政係
☎ 35 ‐ 1111（内線 381）

用 語 説 明

1,091,085
455,638（41.8％）

歳入

1,363,491
566,364（41.5％）

3,817,509
2,776,967（72.7％）

1,765,660

851,380

741,668

５億10 億15 億

予算現額（千円）
収入済額（千円）

地方
交付税

市税

国庫
支出金

県
支出金

繰越金

その他

市債

繰入金

20 億

843,189
178,179（21.1％）

366,091（631.1％）

～
981,634

370,437（37.7％）

※グラフは、それぞれ平成 24 年度からの繰越予算を含めた額です。
※歳出予算の「その他」は、議会費、労働費、商工費、消防費、災害復旧
　費などです。
※歳入予算の「その他」は、地方譲与税、分担金及び負担金、使用料及び
　手数料、財産収入、諸収入などです。

0（0.0％）

0（0.0％）

58,005

1,004,964（56.9％）
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CIVIC NEWS
市政ニュース

え
び
の
市
の
市
政
発
展
に
尽
力

功
績
を
た
た
え
市
民
表
彰

○各部門表彰者

　

平
成
25
年
度
え
び
の
市
市
民
表

彰
式
が
11
月
3
日
、
え
び
の
市
文

化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
受
章
者
は
、
地
方
自

治
部
門
と
産
業
経
済
部
門
で
貢
献

さ
れ
て
き
た
4
人
で
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
受
章
者
に
村
岡

市
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
村
岡
市
長
は
「
市

の
指
導
者
と
し
て
、模
範
と
し
て
、

え
び
の
市
の
市
政
発
展
に
一
層
の

力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

受
章
者
を
代
表
し
て
、
山
下
力

男
さ
ん
が
「
表
彰
を
機
に
、
え
び

の
市
の
た
め
に
今
後
も
努
力
し
て

い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

え
び
の
市
市
民
表
彰
制
度
は
、

昭
和
62
年
度
に
「
市
政
功
労
者
表

彰
」と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
市
民
表
彰
で

は
、
市
民
に
公
募
を
行
い
、
候
補

者
の
中
か
ら
表
彰
審
議
会
の
審
査

に
よ
り
、
受
章
者
・
団
体
を
決
定

し
た
も
の
で
す
。

問
市
企
画
課
秘
書
係

☎
35
‐
1
1
1
1　

内
線
３
０
２

地方自治部門

産業経済部門

地方自治部門

産業経済部門

山下 力男さん
［えびの市小田・77 歳］

出水 等さん
［えびの市末永・80 歳］

（故 ）鬼塚サヨさん
［えびの市水流］

祭礼田 岩吉さん
［えびの市末永・82 歳］

【功績】自治会長とし
て、 前 松 原 自 治 会 活
性 化 の た め に、 地 域
の担い手として尽力
さ れ、 住 民 自 治 の 振
興発展に寄与されて
い る。 平 成 13 年 度
から平成 24 年度まで
えびの市自治公民館
連絡協議会会長を務
め、地域づくりのリー
ダーとして大きく貢
献された。

【功績】長年にわたり、
農業委員として農業
の発展と農業者の地
位の向上に尽力され
た。 こ の 間、 同 委 員
会の役員を歴任され、
地域のよき相談役と
し て、 農 地 の 流 動 化
や担い手への農地集
積 な ど、 当 市 の 基 幹
産業である農業の振
興に大きく貢献され
た。

【功績】多数の自衛隊
関係団体の役員とし
て、市民への防衛意
識の普及高揚に取り
組まれた。えびの駐
屯地の存続、第 24 普
通科連隊の復元やえ
びの駐屯地の強化の
ための活動を積極的
に行い、自衛隊と共
存共栄のまちづくり
に大きく貢献された。

【功績】長年にわたり、
農業委員として農地
行政に携わり、会長
を歴任するなど市の
基幹産業である農業
振 興 に 寄 与 さ れ た。
現在は、えびの市農
業者年金受給者協議
会会長と西諸県市郡
農業者年金受給者連
絡協議会会長として、
農業者の福祉の向上
に尽力されている。

整備されたグラウンドゴルフ道具一式など

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
の
助
成
を
活
用
し
、
真

幸
地
区
運
営
協
議
会
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
道
具
一
式
な
ど
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
備
品
の
整
備
な
ど
に
対

し
て
助
成
を
行
い
、
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
な
ど
に
寄
与
す
る
た

め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

真
幸
地
区
運
営
協
議
会
に
整
備

さ
れ
た
の
は
、
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
、

ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
、
テ
ン
ト
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
、
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
で

す
。
地
域
で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

道
具
等
は
、
真
幸
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
保
管
し
て

あ
り
ま
す
。
利
用
す
る
場
合
は
、

事
前
に
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
37
‐

3
2
2
1
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

宝
く
じ
助
成
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品
を
整
備

結果については、市ホームページで閲覧できます

問市企画課政策係☎ 35-1111（内線 321）

　

市
で
は
、
行
政
組
織
内
部
で
の

事
業
に
市
民
目
線
で
の
評
価
を
加

え
検
討
す
る
事
務
事
業
の
外
部
評

価
を
10
月
5
日
、
市
役
所
で
実
施

し
ま
し
た
。
評
価
員
は
、
公
募
で

選
ば
れ
た
市
民
や
大
学
教
授
な
ど

6
人
で
す
。

　

こ
の
外
部
評
価
は
、「
効
率
的
・

効
果
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
推

進
」、「
市
民
へ
説
明
す
る
責
任
の

確
保
」を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

外
部
評
価
で
は
、
評
価
員
が
事

前
に
抽
出
し
た
市
の
優
良
牛
保
留

報
償
事
業
な
ど
6
事
業
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

体
育
協
会
運
営
補
助
金
は
、「
見

直
し
が
必
要
」の
評
価
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
評
価
員
か
ら
は
、「
協

会
の
会
員
を
増
や
す
た
め
、
会
費

の
無
料
化
の
検
討
と
補
助
金
の
使

い
方
に
も
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
も

ら
い
た
い
」な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
外
部
評
価
の
結
果
は
、

今
後
、
事
務
事
業
の
改
革
・
改
善

に
役
立
て
て
い
き
ま
す
。
評
価
結

果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

市
民
目
線
で
事
業
を
評
価

地
域
の
健
全
な
発
展
を
応
援

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に

事業名 判定区分 担当課

優良牛保留報償事業 現行どおり 畜産農政課

観光 PR 広告事業 拡充が必要 観光商工課

道路維持（補修）事業 現行どおり 建設課

体育協会運営補助金 見直しが必要 社会教育課

地域活性化事業 現行どおり 市民協働課

ファミリーサポートセ
ンター事業 見直しが必要 福祉事務所

○事務事業外部評価一覧
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10
月
20
日
、
え
び
の
駐
屯
地
で

「
駐
屯
地
司
令
・
自
衛
隊
後
援

会
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
、
市
民
と
自
衛
官
、
約

5
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
を
通
じ
て
市
民
と
自
衛
隊
と

の
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

参
加
者
は
、
隊
員
と
チ
ー
ム
を

組
み
16
ホ
ー
ル
を
回
り
ま
し
た
。

隊
員
に
は
初
心
者
も
い
ま
し
た
が
、

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
の
度
に
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
、
26
日
、
都
城
市
の

都
城
地
域
家
畜
市
場
で
第
57
回
宮

崎
県
畜
産
共
進
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
内
の
生
産
者
が
す
ば
ら
し

い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

優
等
賞
3
席
を
取
っ
た
坂
元
幸

保
さ
ん
は
、「
4
年
後
の
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
へ
の
出
品
を
目
指

し
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

［
肉
用
種
種
牛
第
２
類
］
優
等
賞

３
席
＝
坂
元
幸
保
さ
ん
（
松
原
）

［
乳
用
種
種
牛
第
４
類
］
一
等
賞

＝
川
原
澄
広
さ
ん
（
上
浦
）

［
種
馬
］
一
等
賞
＝
東
脇
正
さ
ん

（
大
明
司
）

　

10
月
20
日
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
を

ス
タ
ー
ト
し
、
え
び
の
高
原
を
ゴ
ー
ル

と
す
る
「
霧
島
え
び
の
高
原
ヒ
ル
ク
ラ

イ
ム
２
０
１
３
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
転
車
で
登
坂
タ
イ
ム
を
競
う
大
会

に
は
、
市
内
外
か
ら
１
５
３
人
の
選
手

が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
総
距 駐屯地でグラウンドゴルフ大会

自衛隊員と市民が交流
宮崎県畜産共進会

家畜の品質を競い合う

自転車で急坂に挑む
霧島えびの高原ヒルクライム2013

離
約
21
キ
ロ
、
標
高
差
約
９
６
２
メ
ー

ト
ル
の
コ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。
速
い

人
は
、
タ
イ
ム
計
測
さ
れ
た
白
鳥
か
ら

え
び
の
高
原
ま
で
を
約
40
分
で
駆
け
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

白
鳥
地
区
の
人
は
、
応
援
旗
を
手
づ

く
り
し
て
選
手
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
、
小
林
地
区
電
気
工

事
業
協
同
組
合
青
年
部
の
8
人

が
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
の
電
気
整
備
点
検

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
、
小
林
市
、
高
原
町

の
同
組
合
は
、
昨
年
11
月
に
一
つ

に
な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
同
組
合
の
地
域
貢
献
の
一
貫

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

青
年
部
員
は
、
絶
縁
の
チ
ェ
ッ

ク
や
簡
易
な
修
理
を
行
い
ま
し

た
。
同
組
合
の
西
理
事
長
は
、「
火

事
な
ど
を
未
然
に
防
げ
れ
ば
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
、
21
日
、
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
え
び
の
を
会
場
に
秋
季
え

び
の
観
光
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

観
光
祭
に
は
、
市
内
外
か
ら
約

７
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
６
０
０
万
本
の
コ
ス

モ
ス
が
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
。
来
場

者
は
、
カ
ヌ
ー
体
験
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

の
記
念
撮
影
な
ど
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

宮
崎
市
か
ら
の
来
場
者
は
「
コ

ス
モ
ス
が
き
れ
い
で
す
ね
。
来
年

は
、
孫
を
連
れ
て
見
に
来
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

電気工事組合青年部が電気整備点検

プロの技でボランティア
秋季えびの観光祭

秋のえびのを満喫

11
月
9
日
、
道
の
駅
え
び
の
の
駐
車

場
で
「
え
び
の
消
防
署
消
防
フ
ェ
ア
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ェ
ア
に
は
、
幼

稚
園
児
や
市
民
な
ど
約
２
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ア
は
、
防
火
へ
の
意
識
を

高
め
て
も
ら
お
う
と
、
え
び
の
消
防
署

防火への意識を高める
えびの消防署「消防フェア」

が
秋
季
火
災
予
防
週
間
に
合
わ
せ
て

行
っ
た
も
の
で
す
。
参
加
者
は
、
消
火

器
な
ど
の
使
い
方
の
説
明
を
受
け
、
実

際
に
体
験
し
ま
し
た
。

え
び
の
消
防
署
の
岡
元
署
長
は
、「
こ

の
フ
ェ
ア
が
防
火
意
識
の
向
上
に
つ
な

が
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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仲
間
と
で
き
た
最
高
の
演
技

　
「
全
国
大
会
で
は
、
ミ
ス
が
あ
っ
て
悔
し
か
っ
た

け
ど
、
仲
間
と
全
国
で
演
技
が
で
き
た
こ
と
が
う
れ

し
か
っ
た
で
す
」
と
話
す
の
は
上
江
小
中
学
校
新
体

操
部
主
将
の
黒
田
一
馬
さ
ん
（
3
年
生
）
で
す
。

　

上
江
中
学
校
新
体
操
部
は
、
10
月
18
日
か
ら
20
日

に
、
東
京
都
国
立
競
技
場
代
々
木
第
一
体
育
館
で
行

わ
れ
た
第
31
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
選
手
権
大

会
に
出
場
。団
体
男
子
の
部
で
チ
ー
ム
自
己
最
高
点

の
17
・
２
７
５
点
で
9
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
大
会
へ
の
出
場
は
、
ほ
と
ん

ど
が
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
で
す
。学
校
の
部
活
動
と
し
て
、

大
会
に
出
場
す
る
の
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
そ
う

で
す
。

　

男
子
新
体
操
の
団
体
演
技
は
、
6
人
で
行
い
ま
す
。

演
技
時
間
は
3
分
で
す
。大
会
で
は
、体
だ
け
を
使
っ

て
行
う
徒
手
体
操
で
の
振
り
付
け
や
動
き
の
組
み
合

わ
せ
、
跳
躍
や
回
転
を
行
う
タ
ン
ブ
リ
ン
グ
の
難
度
、

演
技
自
体
の
構
成
で
評
価
さ
れ
ま
す
。

　

柏
木
朋
さ
ん
（
3
年
生
）
は
、「
自
分
た
ち
に
で
き

な
か
っ
た
全
国
大
会
入
賞
を
後
輩
に
果
た
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
」
と
夢
を
託
し
ま
す
。

あ
い
さ
つ
で
チ
ー
ム
が
一
つ
に

　

上
江
中
学
校
新
体
操
部
の
部
員
は
6
人
。持
ち
味

は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
す
。一
人
欠
け
て
も
団
体
の
部

に
出
場
で
き
な
い
と
い
う
中
、
そ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

どこにも負けないチームワーク

は
築
か
れ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
が
ま
と
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
あ
る

出
来
事
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
橋
口
迅
斗
さ
ん
（
3

年
生
）
は
、「
昨
年
の
春
ぐ
ら
い
か
ら
こ
の
メ
ン
バ
ー

で
演
技
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
は
、
み
ん
な
の
気
持

ち
が
バ
ラ
バ
ラ
で
思
い
通
り
の
演
技
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。演
技
以
前
に
あ
い
さ
つ
や
勉
強
な
ど
を
お

ろ
そ
か
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
主
将
を
中

心
に
仲
間
全
員
で
話
し
合
い
ま
し
た
」

　

上
江
中
学
校
新
体
操
部
は
、
毎
日
2
時
間
ほ
ど
練

習
を
し
て
い
ま
す
。木
牟
禮
諭
さ
ん
（
3
年
生
）
は
、

「
演
技
を
部
分
に
分
け
て
、
何
回
も
繰
り
返
す
練
習

が
一
番
き
つ
い
で
す
。で
も
仲
間
が
い
る
か
ら
乗
り

切
れ
ま
す
」

　

少
子
化
が
進
む
中
、
上
江
中
学
校
新
体
操
部
も
存

続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。主
将
の
黒
田
さ
ん

は
、「
今
年
3
年
生
が
4
人
抜
け
ま
す
。団
体
の
部
に

出
場
す
る
た
め
に
は
、
4
人
以
上
の
入
部
が
必
要
で

す
。伝
統
あ
る
上
江
中
学
校
新
体
操
部
の
団
体
演
技

が
来
年
も
で
き
る
の
か
、
心
配
で
す
」

届
け
た
い
感
謝
の
気
持
ち

　

現
在
の
チ
ー
ム
で
の
演
技
は
、
11
月
30
日
に
小
林

市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
る
新
体
操
演
技
会
が
最
後
で

す
。
主
将
の
黒
田
さ
ん
は
「
今
の
仲
間
と
の
最
後
の

舞
台
で
す
。支
え
て
く
れ
た
人
へ
の
感
謝
と
恩
返
し

の
気
持
ち
を
込
め
、
自
分
た
ち
の
力
を
す
べ
て
出
し

切
っ
た
演
技
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ

ん
も
ぜ
ひ
、
見
に
来
て
く
だ
さ
い
」　

　

上
江
中
学
校
新
体
操
部

上江中新体操部（写真左から）
市原康成さん、宮路涼慎さん、
木牟禮諭さん、橋口迅斗さん、
柏木朋さん、黒田一馬さん
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●豚 汁

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
地
域

支
え
合
い
事
業
で
上
島
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が

作
っ
た
「
豚
物
」
で
す
。

豚
汁
は
、
豚
肉
の
コ
ク
と
う
ま

味
が
野
菜
に
溶
け
込
ん
で
、
具
も

汁
も
お
い
し
い
く
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
カ
ラ
ダ
が
温

ま
っ
て
栄
養
も
バ
ッ
チ
リ
と
れ
ま

す
。入

れ
る
具
材
に
旬
の
野
菜
を
使

う
と
、
そ
の
季
節
に
合
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
豚
汁
が
で
き
あ
が
り
ま

す
。料

理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
具
の
大

き
さ
を
そ
ろ
え
、
火
の
通
り
に
く

い
物
か
ら
順
に
入
れ
る
こ
と
で
す
。

出
来
上
が
っ
た
時
に
全
部
の
具
が

ち
ょ
う
ど
よ
い
煮
え
加
減
に
な
り

ま
す
。
食
感
を
楽
し
む
場
合
は
、

加
熱
し
す
ぎ
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

【紹介者】上島内ボランティアの皆さん

豚肉のこくとうまみが野菜にも溶け込む一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.67

レシピ

財部駅舎

【材料】（3人分）
豚バラ肉 （薄切り） 100g、 ダイコ
ン 100g、ニンジン 50g、ゴボウ 
50g、サトイモ 2コ（150g ）、コン
ニャク 1/3枚、ネギ 1/3 ～ 1/2本 、
だし カップ3 ～ 4、みそ 大さじ2、
塩 適宜、サラダ油 適宜

【作り方】
① 材 料 を 切 る 。 （ ダ イ コ ン 、 ニ ン ジ ン は い ち ょ う 切 り 、
ゴ ボ ウ は さ さ が き に し て 水 に 浸 す 。 サ ト イ モ は 皮 を む
き 、 ぬ め り を 取 る ）
② 鍋 に 油 を 入 れ 熱 し 、 豚 肉 を 炒 め 、 切 っ た 野 菜 を 加 え 、
さ ら に 炒 め る 。 全 体 に 油 が 回 っ た ら 、 コ ン ニ ャ ク を 加
え 、 サ ッ と 炒 め 合 わ せ る 。
③ ② に 水 、 だ し を 加 え 、 煮 立 っ た ら ア ク を 取 り 、 フ タ
を し て さ ら に 煮 る 。 み そ を 入 れ 、 煮 汁 で 溶 き の ば す 。

 

今
月
か
ら
は
、「
ぐ
る
っ
と
霧

島
周
遊
列
車
」と
題
し
、
環
霧
島

圏
域
の
駅
を
リ
レ
ー
形
式
で
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

【
財
部
駅（
や
ま
び
こ
館
）】

　

財
部
駅
は
、
曽
於
市
財
部
町
北

俣
に
あ
り
ま
す
。日
豊
本
線
上
で

は
、
鹿
児
島
県
内
最
初
の
駅
に
な

り
ま
す
。

　

財
部
駅
は
、
昭
和
４
年
、
国こ

く
と都

東
線（
西
都
城
～
財
部
間
）
の
開

通
に
伴
い
、
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
62
年
3
月
27
日
の
志
布
志
線

廃
止
ま
で
、
急
行
大
隅
が
停
車
し

て
い
ま
し
た
。

●
駅
舎

　

平
成
20
年
3
月
23
日
に
三
代
目

の
駅
舎「
や
ま
び
こ
館
」
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

や
ま
び
こ
館

は
、
曽
於
市
の

産
業
や
観
光
の

情
報
発
信
と
交

通
拠
点
と
な
る

多
目
的
な
機
能

を
も
つ
木
造
平

屋
建
て
の
施
設
で
す
。

　

駅
舎
内
に
は
お
食
事
処「
桂
庵
」

が
あ
り
ま
す
。料
理
を
注
文
し
て

み
る
と
、
ま
ず
目
を
引
く
の
は
そ

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
す
。食
べ
き
れ

な
い
場
合
は
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も

で
き
ま
す
。

●
駅
と
共
に
生
き
る

　

か
つ
て
は
、
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
財
部
駅
で
す
が
、
自

家
用
車
の
普
及
と
共
に
、
利
用
者

も
減
少
し
ま
し
た
。そ
ん
な
財
部

駅
に
、
も
う
一
度
に
ぎ
わ
い
を

取
り
戻
そ
う
と
、
約
20
年
前
か
ら
、

地
元
の
有
志
に
よ
る「
財
部
駅
前

イ
ベ
ン
ト
」が
毎
年
9
月
中
旬
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
の
玄
関
口 

財
部
駅

は
い
つ
で
も
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

 

曽
於
市
役
所
企
画
課

☎
０
９
８
６
‐
76
‐
８
８
０
２

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

第2和光幼稚園の家庭教育学
級は、児童数43人、学級生41人
で構成しています。学級生を３
グループに分け、班長さんを中
心に、学習を企画運営していま
す。

活動は、全保護者に参加を呼
びかけ、アットホームな雰囲気
の中で行っています。

10月には、親業訓練講座を行
い、心理学を応用したコミュニ
ケーションのあり方を学びまし
た。他にも、人権学習や保健学
習を行いました。今後の計画は、
クリスマスリース製作と視察研

修を予定しています。
私自身、何もかもが初めてで

要領を得ないこともありますが、
園長先生をはじめ、諸先生のご
指導と保護者の皆さんと力を合
わせて、楽しい活動ができる事
を楽しみにしています。家庭教
育学級で学んだことを各家庭で
の子育てに生かせてもらえれば
と思っています。

残り少ない活動をより充実し
たものにできるように、周囲の
皆さんと力を合わせて、進めて
いきたいと思います。

家 学庭 教 育 級 信通

和光第 2 幼稚園家庭教育学級

栗屋 恵さん

親育て講座「あいさつゲーム」



110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119
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毎
年
4
月
中
旬
、
地
区
内
に
6
0
0

株
を
越
え
る
大
河
平
つ
つ
じ
が
燃
え
る

よ
う
な
赤
紅
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　

私
た
ち「
お
こ
び
ら
つ
つ
じ
保
存
会
」

は
、
こ
の
歴
史
あ
る
地
区
の
シ
ン
ボ
ル

「
大
河
平
つ
つ
じ
」
を
、
改
め
て
地
区
の

財
産
・
宝
と
し
て
保
全
・
保
護
し
管
理
育

成
す
る
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
を
図
ろ

う
と
発
足
し
ま
し
た
。

　
「
大
河
平
つ
つ
じ
」
は
、
大
河
平
小

学
校
を
中
心
に
各
家
庭
に
あ
り
、
大

事
に
守
り
育
て
ら
れ
、
地
区
民
の
「
心

　

昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け
て
、
20

代
～
40
代
の
男
性
を
中
心
に
全
国
的
に

風
し
ん
が
流
行
し
ま
し
た
。
今
回
の
流

行
で
先
天
性
風
し
ん
症
候
群（
妊
娠
中

の
女
性
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
生
ま

れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
耳
が
聞
こ
え
に

く
く
な
る
、
心
臓
に
奇
形
が
生
じ
る
、

目
が
見
え
に
く
く
な
る
な
ど
の
障
が
い

が
出
る
場
合
が
あ
る
こ
と
）の
赤
ち
ゃ

ん
が
全
国
で
20
人
近
く
生
ま
れ
、
今
後

も
増
え
る
予
想
で
す
。

　

流
行
の
背
景
と
し
て
、
特
に
、
昭
和

の
癒
し
」
を
育
ん
で
い
ま
す
。
地
区
で

は
、
こ
れ
ま
で
も
除
草
や
つ
る
切
り
な

ど
「
大
河
平
つ
つ
じ
」
の
管
理
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
4
0
0
年
以
上
の
老
木

で
衰
弱
し
て
い
る
た
め
、
ぷ
ら
い
ど
21

助
成
金
を
活
用
し
て
、
自
治
会
全
世
帯

が
保
存
会
の
会
員
と
な
り
、そ
の
保
護
・

増
殖
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
大
河
平
つ
つ
じ
」
を
通
じ
た
取
り

組
み
と
し
て
、
地
区
の
歴
史
や
ツ
ツ
ジ

を
題
材
に
し
た
「
大
河
平
音
頭
」
を
制

作
。
踊
り
の
振
り
付
け
も
行
い
、
今
年

4
月
の
「
第
3
回
お
こ
び
ら
つ
つ
じ
祭

り
」
で
お
披
露
目
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
大
河
平
つ
つ
じ
」
が
将
来

的
な
観
光
資
源
と
な
る
よ
う
に
、
地
区

民
あ
げ
て
末
永
く
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

4
月
中
旬
に
は
見
事
な
花
を
咲
か
せ
ま

す
。ぜ
ひ
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

今
回
、
市
で
は
、
妊
婦
と
赤
ち
ゃ
ん

の
風
し
ん
感
染
を
予
防
す
る
た
め
、
10

月
1
日
か
ら
平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
、

風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
抗
体
検
査
と
抗
体
検

査
が
陰
性
の
人
へ
の
麻
し
ん
風
し
ん
混

合（
M
R
）ワ
ク
チ
ン
任
意
予
防
接
種
費

用
の
一
部
助
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
妊
娠
中
の
女
性
の
夫
・
パ
ー

ト
ナ
ー
、
今
後
、
妊
娠
を
希
望
し
て
い

る
女
性
と
そ
の
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
は
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
、
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
抗

体
検
査
と
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

文
：
徳
丸
保
健
師

連
絡
先
な
ど
を
控
え
て
お
い
て
「
契
約

は
絶
対
に
し
な
い
」
旨
の
文
書
を
郵
送

す
る
と
効
果
的
で
す
。

　

詳
し
い
記
載
方
法
は
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
都
城
支
所
（
0
9
8
6
‐
24

‐
0
9
9
9
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
「
家
族
の
誰
か
が
注
文
し
た
の
だ
ろ

う
」
と
勘
違
い
し
て
、
代
金
を
支
払
っ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。

特
に
代
金
引
換
の
場
合
は
確
認
し
て
か

ら
払
い
ま
し
ょ
う
。繰
り
返
し
ま
す
が
、

い
っ
た
ん
支
払
っ
て
し
ま
う
と
代
金
を

取
り
戻
す
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
で
す
。

文
：
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
中
堀
ふ
じ
子

ぷらいど21基金助成団体の活動紹介

まちづくり活動 いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eC o m m u n i t y  a c t i v i t i e s

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
「
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
」

「
大
河
平
つ
つ
じ
」を
永
遠
に
お
こ
び
ら
つ
つ
じ
保
存
会

おこびらつつじ保存会
代表　木下幸夫さん

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

送
り
つ
け
商
法
に
、気
を
付
け
て

満開の大河平つつじ

　

こ
れ
は
、
え
び
の
市
内
の
事
例
で
す
。

　

あ
る
日
、
A
さ
ん
に
代
金
引
換
で
宅

配
便
が
届
き
ま
し
た
。娘
が
受
け
取
り

に
出
る
と
、
宅
配
便
の
中
身
は
カ
ニ
で

し
た
。
宅
配
業
者
か
ら
「
料
金
は
、
一

万
二
千
円
で
す
」
と
言
わ
れ
た
め
、
A

さ
ん
に
カ
ニ
を
頼
ん
だ
か
確
認
す
る

と
、
頼
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
娘
は
、
宅
配
便
業
者
に
返
送
を
依
頼

し
、
受
け
取
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

カ
ニ
に
限
ら
ず
最
近
で
は
健
康
食
品

な
ど
注
文
し
て
い
な
い
の
に
突
然
商
品

を
送
り
つ
け
て
く
る
業
者
が
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
い
っ
た
ん
お
金
を

払
っ
て
し
ま
う
と
代
金
を
取
り
戻
す
こ

と
は
と
て
も
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

心
当
た
り
の
無
い
宅
配
便
や
、
勝
手

に
送
り
つ
け
ら
れ
た
も
の
は
安
易
に
受

け
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。受

け
取
り
を
拒
否
し
て
も
宅
配
業
者
に
迷

惑
が
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

受
け
取
り
を
拒
否
し
た
の
に
業
者
が

再
度
送
り
つ
け
て
く
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。そ
の
場
合
は
、
業
者
名
や
住
所
、

54
年
4
月
2
日
～
平
成
7
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
男
女
は
、
定
期
予
防
接
種
率

が
低
く
、
ま
た
、
昭
和
54
年
以
前
に
生

ま
れ
た
男
性
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
予

防
接
種
を
受
け
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
世
代
が
、
子
育
て
世
代

と
な
り
、
風
し
ん
に
対
す
る
抗
体
が
低

く
、
風
し
ん
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
が
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
大
流
行
は
だ
い
ぶ
落
ち
着
い

て
き
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
お
よ
そ
5

年
ご
と
に
流
行
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

薄暮時の交通事故が多発

消防署人事異動のお知らせ

えびの署では、10 月 10 日付けの人事異動で職員
が変わりました。

【着任】
池上務、鳥集公則、冨岡敬介、巣山貴博、足立拓也、
笠掛誠、中窪良亮、西健太

【離任】
前原泰典、下原誠、徳重隆太、山北修平、田中航平

○インフルエンザの予防を徹底しましょう
　インフルエンザ予防法をいくつか紹介します。

・手洗い、うがいをしっかりとする ・部屋の換気をこ
まめに行う ・バランスの良い食事、十分な睡眠をと
る ・予防接種をうける ・マスクの着用　など

県 内 で は 、1 0 月 に 入 り 、7 件 の 交 通 事 故 が 発
生 し 、8 人 が 亡 く な り ま し た 。

　 内 訳 を 見 て み る と 対 向 車 線 へ の は み 出 し や 路
外 免 脱 な ど 「 て げ て げ 運 転 」が 原 因 と 思 わ れ る
交 通 事 故 や 夕 方 か ら 夜 間 に か け て の 交 通 事 故 が
増 加 し て い ま す 。
　 ド ラ イ バ ー は 、前 を よ く 見 て 運 転 に 集 中 し 、
疲 れ や 眠 気 を 感 じ た 時 は 、早 め に 休 憩 を 取 り ま
し ょ う 。ま た 、夕 方 は 早 め に ラ イ ト を 点 灯 し 、こ
ま め に ラ イ ト の 切 り 替 え を 行 い ま し ょ う 。
　 歩 行 者 は 、道 路 を 横 断 す る と き は 、左 右 を 十
分 に 確 認 し て 横 断 し 、早 朝 や 夜 間 に 外 出 す る と
き は 、明 る い 服 装 と 反 射 材 を 着 用 し ま し ょ う 。

10月の交通事故発生状況
人 身 9件 本年累計 91件
物 件 27件 本年累計 260件

10月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 0件 年 計 13件
救 急 76件 年 計 745件
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秋
づ
き
て
朝
の
冷
た
さ
身
に
泌
み
る

衣こ
ろ
も

重
ね
て
秋
深
み
ゆ
く

下
浦　

亀
澤
尚
子

山
の
頂
き
か
ら
里
野
へ
と
赤
や
黄
に
染
め
上
げ

て
ゆ
く
紅
葉
。
美
し
い
風
景
の
後
に
落
葉
、
そ

し
て
、
冬
の
訪
れ
…
。
一
抹
の
寂
し
さ
も
は
ら

ん
だ
晩
秋
の
日
々
の
中
で
作
者
は
秋
か
ら
冬
へ

の
身
仕
度
を
し
つ
つ
、
み
づ
か
ら
の
過
ぎ
行
き

に
思
い
を
馳（
は
）せ
る
の
で
あ
る
。
情
緒
の
溢

れ
た
詠
で
あ
る
。（
評 

竹
下
妙
子
）

ふ
る
さ
と

町
　
石
井
高
子

見
上
げ
る
空
は
高
く
青
く

霧
島
山
は
ど
っ
し
り
と
裾
野
を
引
い
て
構
え
て

い
る

夕
日
が
ゆ
っ
く
り
霧
島
山
に
紅
を
引
く

ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
紅
を
引
く

山
の
端
が
金
色
色
に
輝
い
て

や
が
て
静
か
に
闇
の
中
へ
と
溶
け
込
ん
で
行
く

茜
色
に
染
ま
る
東
の
空
は
秋
独
特
の
う
ろ
こ
雲

そ
の
雲
が
や
が
て
白
一
色
に
変
わ
る
頃

山
裾
は
秋
風
と
戯
れ
る

金
色
の
稲
穂
の
波
が
揺
れ
て
い
た

山
も
空
も
大
地
も

秋
一
色
の
ふ
る
さ
と
は

豊
か
さ
に
輝
き
落
ち
着
き
が
あ
っ
た

狛
犬
に
留
守
を
預
け
て
神
の
旅

白
鳥　

松
山
夢
真

諸
国
の
神
々
様
の
出
雲
へ
の
旅
立
ち
を
神
の
旅

と
い
う
。（
自
註
）

短
歌

俳
句詩

准看護師の主人公は、生
後間もなく産婦人科医

院の玄関に捨てられ、施設で
育ちました。
　有能な准看護師として働く
彼女だが、問題のある医師に
は異議は唱えない。なぜなら、
やっと得た居場所を失いたく
ないから。
　著者は、絵本や童話も執筆。
坪田譲治文学賞などを受賞。
今作品では、医療現場を鋭く
切り込んでいます。

わたしをみつけて

中脇 初枝／著
（株式会社ポプラ社）

ある日のこと、そば畑を
通りかかり、そばの作

り方を教えてもらったカラス
のオモチちゃん。おいしさの
あまりそば屋を開店しました。
　変わったそばの注文で、お
店はたちまち大繁盛。そのう
ち、うどん、ソーメンなどが
食べたいという注文を聞き、
作り始めたら毎日が大忙し。
　オモチちゃんが次に受けた
注文とはいったい何だったの
でしょう。

からすのそばやさん

かこ さとし／作・絵
（偕成社）

月間行事 年末休館　12月28日（土）～ 1月4日（日）
２ 月 図書館休館日
4 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
6 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
7 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
9 月 図書館休館日

11 水 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35
14 土 クリスマスおはなし会 10：30 ～ 11：30
16 月 図書館休館日
18 水 図書館休館日（館内整理日）

ブックスタート（1歳児に絵本配布）
移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05

19 木 ドリームカー（子育て支援センター） 10：30 ～ 12：00
20 金 喫茶「ふら～っと」営業 9：45 ～ 11:00

移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
21 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
22 日 ちょこっと講座「門松づくり」 13：30 ～　　　
24 火 図書館休館日
28 土 年末休館（～ 1月4日まで）

◎12月のスケジュール

◎イベント
ちょこっと講座『門松づくり』
●とき＝12月22日（日）
●時間＝13：30 ～
●会場＝図書館学習室
●定員＝20人（無料）
※材料の都合上、申し込みをお願いします。

クリスマスおはなし会
●日時＝12月14日（土）10：30 ～ 11：30
●場所＝図書館学習室
●対象＝0歳～大人（無料）
※サンタさんがきます。プレゼントもあります。

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「ずっと！おしゃれ上手」　西村 玲子 著　メディアファクトリー
○「お伊勢ものがたり」　梶 よう子 著　集英社
○「じぶんのための子守歌」　工藤 直子 著　PHP研究所
○「庭木の剪定 基本とコツ」　内田 均 監修　家の光協会
○「鏡の花」　道尾 秀介 著　集英社

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回
①飯野駅前地区体育館→飯野出張所
②岡元小学校→市立病院→さくら苑
③飯野地区公民館→警察署官舎→老人福祉センター

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
の
記

事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

第
8
回
真
幸
園
運
動
会

　

10
月
18
日
、
市
立
老
人
ホ
ー
ム
真
幸
園
自
治
会
の

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
運
動
会
に
は
、
真
幸
保

育
所
の
園
児
64
人
も
参
加
。
玉
入
れ
遊
戯
な
ど
行
い

ま
し
た
。
お
昼
に
は
、
同
園
の
職
員
が
仮
装
行
列
を

行
い
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
3
年
11
月
号
掲
載
）

県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
小
林
・
え
び
の
大
会

　

10
月
16
日
～
23
日
、
小
林
・
え
び
の
地
区
で
宮

崎
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

市
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
音
楽
演
劇
の
部
の
会
場

で
、
吹
奏
楽
や
コ
ー
ラ
ス
、
演
劇
の
公
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
３
年
11
月
号
掲
載
）

収
穫
祭
「
あ
い
が
と
な
祭
り
」

　

11
月
3
日
、じ
ょ
い
ふ
る
た
ん
ぼ
え
び
の
秋

の
収
穫
祭
「
あ
い
が
と
な
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
会
場
に
訪
れ
た
約
4
千
人
は
、大
イ
モ

煮
大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、袋
に
１
㌔
の

米
を
入
れ
て
誤
差
が
３
０
０
㌘
以
内
な
ら
そ

の
米
が
も
ら
え
る
米
の
勘
当
て
ク
イ
ズ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。（
平
成
３
年
11
月
号
掲
載
）

１
９
８
５
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上 江 中 学 校 新 体 操 部 の 取 材 に 行 ってきました 。体 育
館 に 入って早 々、部 員 の 大 き な 声 で の あ いさ つ に

び っくりしました 。み ん な、恥ず かしがり屋 な の か、最 初
は、選 手 の 本 音 を 聞くの に 苦 労しました が、取 材 を 進 め
て いくと、次 第 に 笑 顔 がこぼ れ 、新 体 操 へ の 熱 い思い を
聞くことがで きました 。（ 川野）

人　口 20,408人（－7人）

男性／ 9,547人（＋7人）　女性／ 10,861人（－14人）

転入／ 52人　転出／ 43人
出生／ 15人　死亡／ 31人

世帯数 9,001世帯（－5世帯）
（平成25年11月1日現在）

E
d
ito

r's

定住自立圏共生ビジョン連携事業
「こころとこころがつながれば…」
　人権啓発、男女共同参画の意識向上を図るため、えび
の市と小林市が合同でイベントを開催します。

【開催日】12月14日（土）
【時間】開場：午後1時～　開会：午後1時30分～
【場所】小林市文化会館　大ホール
【内容】［ミニコンサート］演奏者：風

かぜ

 空
そら

さん（ピアノ）え
びの市在住 

［講演会］演題：｢性同一性しょうがいの子どもを支えて
生きる」講師：石川直子さん・宗さん（鹿児島市）（ NPO法
人性同一性障害まりあの会代表・当事者）

【入場料】無料
問市総務課人権啓発室
☎35-1111（内線350）
問小林市役所市民課
☎23-1141

おわびと訂正

　10月号、「共に未来を築く、二期目のスタートにあたっ
て」の市長プロフィールで「平成21年10月12日～平成25
年10月11日えびの市長（ 1期目）、平成25年10月12日～
現在に至る」を「平成21年10月12日～平成25年10月12
日えびの市長（1期目）、平成25年10月13日～現在に至る」
としていました。おわびして訂正します。
問市企画課情報係
☎35-1111（内線451）

えびの市観光審議会委員を
公募します

　市では、市民の意見を観光行政に幅広く生かしてもら
うため、観光審議会の委員を募集します。

【応募資格】えびの市に居住する20歳以上の者で、市の
観光について関心と意欲を持っている人

【応募期間】11月21日～ 11月29日
【応募方法】申込書に必要事項を記入の上、市観光商工課

観光係まで郵送またはメールで提出
［郵送先］〒889-4292

えびの市大字栗下1292番地
えびの市役所　観光商工課　観光係宛

［メールアドレス］kankoshoko@city.ebino.lg.jp
※申込書は、市観光商工課、飯野、真幸出張所にあります。
市ホームページからもダウンロードもできます。

【委員の選考】申込書の記入事項をもとに選考委員会が
決定

【活動内容】委員は、えびの市の観光振興に資するための
課題や解決策について議論を行い、その将来への方向性
を示します。
問市観光商工課観光係
☎35-1111（内線331）

ガイドとさるく加久藤カルデラ北壁
の史跡バスツアー

　えびのガイドクラブでは、霧島ジオパーク推進事業「ガ
イドとさるく加久藤カルデラ北壁の史跡バスツアー」を
市と共催して開催します。

【日時】12月15日（日） ※小雨決行、荒天中止
【時間】午前9時00分～午後12時30分
【コース】道の駅えびの集合→球磨口番所→雲海橋展望

台→彦山板碑→徳満城→西川北菅原神社→水流菅原神社
→道の駅えびの到着

【参 加 料】200円（資料・保険代含む）
【定員】 20人（先着順）
【申込締切日】12月10日（火）
【申込方法】電話もしくは、ファックス、電子メールに、

住所・氏名・電話番号・生年月日を明記の上、以下まで申
し込みください。
申・問市企画課政策係
☎35-1111（内線322）
FAX：35-0401
Eメール kikaku@city.ebino.lg.jp

12月4日～ 10日は人権週間です

　第65回人権週間が12月4日から始まります。
　人権週間の由来は、1948年12月10日、パリで行われ
た第3回国際連合総会で世界人権宣言が採択され、国際
連合は、この日を記念して毎年12月10日を「人権デー」
と定め、全ての加盟国に対し人権思想の普及高揚に努め
るように呼びかけたのが始まりです。
　わが国でも、毎年12月4日～ 10日までの1週間を「人権
週間」として、広く国民に人権思想の普及と人権意識の
高揚を呼びかけるためさまざまな行事を実施しています。
法務省と全国人権擁護委員連合会では、この週間中、啓
発活動重点目標を「みんなで築こう人権の世紀～考えよ
う相手の気持ち育てよう思いやりの心～」と設定し、人
権思想の普及のための啓発活動を展開しています。
○こんなときは人権擁護委員にご相談ください
　人権の侵害や侵害されるおそれがあるとき、いじめ、
体罰、土地建物、金銭の貸し借り、そのほか家庭内の問
題などでお困りの人は、お近くの人権擁護委員、または

宮崎地方法務局都城支局、全国共通人権相談ナビダイヤ
ルへお気軽にご相談ください。相談は無料で秘密は固く
守られます。
宮崎地方法務局都城支局　☎0986-22-0490
全国共通人権相談ナビダイヤル　☎0570-003-110
○人権相談所の開設

［宮崎地方法務局都城支局人権相談所］
【日時】土・日、祝日年末年始を除く月曜日～金曜日 午前

10時～午後3時
【場所】宮崎地方法務局都城支局（都城市上町2街区11号）

☎0986-22-0490
［えびの市人権相談所］
【日時】毎月第1水曜日 午前10時～午後3時
【場所】市役所2階2-1会議室
【相談日】12月4日、1月8日、2月5日、3月5日
問市総務課人権啓発室
☎35-1111（内線350）

シラスウナギの特別採捕を行います

　平成25年12月1日から平成26年3月15日までの期間、
県内各河川で、増養殖用種苗の供給を目的とした、シラ
スウナギ（ウナギの稚魚）の特別採捕が行われます。
　採捕できるのは、漁協の組合員等で知事の許可を受け
た者です。許可を受けていない者が採捕すると、犯罪行
為として処罰されます。
　また、「うなぎ稚魚の取扱いに関する条例」に基づく県
の登録を受けずに、全長25㎝以下のうなぎ稚魚の所持・
売買等を行った場合も同様に処罰されますのでご注意く
ださい。
問宮崎県農政水産部水産政策課漁業・資源管理室
☎0985-26-7146

今月の納税◎ 今月の 表 紙
　 むらづくりの 最 高 賞「 天 皇 杯」を
受 賞した田 代 地 区

国民健康保険税 第5期
後期高齢者医療保険料 第5期　
12月2日（月）までに納めましょう。
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韓国岳の樹氷

紅
葉
は
山
か
ら
里
へ
と
下
り
、
え

び
の
高
原
は
冬
枯
れ
の
木
々
に

囲
ま
れ
、
静
寂
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。明
け
方
の
気
温
が
０
℃
を
下
回

る
よ
う
に
な
り
、
寒
さ
が
身
に
こ
た
え

ま
す
。

　

ひ
と
き
わ
冷
え
込
み
、
韓
国
岳
に
雲

が
か
か
っ
た
翌
朝
、
冬
か
ら
の
贈
り
物

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。き
ら
き
ら

と
輝
く
樹
氷
で
す
。木
の
枝
が
白
い
氷

に
包
ま
れ
、
砂
糖
菓
子
や
ガ
ラ
ス
細
工

の
よ
う
に
韓
国
岳
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

青
空
に
映
え
る
美
し
さ
は
、
冬
の
花
や

山
の
サ
ン
ゴ
に
例
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。霧
島
山
の
最
高
峰
韓
国
岳
は
、

連
山
の
北
西
に
位
置
し
て
お
り
、
冬
の

季
節
風
に
よ
り
、
冬
の
間
し
ば
し
ば
樹

氷
や
積
雪
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

韓
国
岳
の
樹
氷
を
見
に
行
く
に
は
準

備
が
必
要
で
す
。路
面
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
を
準
備
。
手

袋
や
帽
子
、
防
寒
着
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、

凍
っ
た
山
道
を
歩
く
た
め
の
ア
イ
ゼ
ン

（
靴
に
つ
け
る
登
山
用
の
爪
）
が
必
要

な
日
も
あ
り
ま
す
。

　

や
っ
と
登
っ
て
も
、
樹
氷
は
日
に
当

た
る
と
は
か
な
く
溶
け
て
し
ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
樹
氷
は
、
人
の
心
を
ひ

き
つ
け
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

平成25年11月20日発行
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（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：韓国岳周辺（平成24年12月６日 撮影：久保勉氏）周辺

冬の贈り物、「樹氷」。木の枝が白い氷に包まれ、砂
糖菓子やガラス細工のように韓国岳を飾る。

樹氷 樹氷は雲の中の過冷却水滴（0℃になっても凍らずにいる水）が、木
の枝などにぶつかって凍り付いてできる。風がある場合には風上に向
かって成長する。


